
第９回黒部川土砂管理協議会

資料－２

平成１２年度連携排砂が８月末までに
なかった場合の対応について



第８回黒部川土砂管理協議会資料（平成１２年７月８日開催）

平成12年度連携排砂計画
排 砂 通 砂

項 目
宇奈月ダム 出し平ダム 宇奈月ダム 出し平ダム

（１）時期 ・７月１０日～８月３１日でダム流入量が、出し平ダ ・７月１０日～８月３１日で排砂後のダム流入量が、
ムで300‰／ｓ、 宇奈月ダムで400‰／ｓのいずれかを上 出し平ダムで480‰／ｓ、宇奈月ダムで650‰／ｓのい
回る最初の出洪水時に実施。 ずれかを上回る出洪水時にその都度実施。

（２）排砂量 ・目標排砂量０ m3 ・目標排砂量約２０万 m3 ・自然の出洪水流を排砂ゲートを用いてその都度流
下させる。

（３）方法 ・自然流下方式 ・同左

（４）時間 ・自然流下時間１２時間 ・宇奈月ダム自然流下内に ・自然流下時間１２時間 ・宇奈月ダム自然流下内
完了 に完了

（自然流下時間
最低１２時間）

（５）排砂・通砂前の ・出洪水の調節の後期（ダ ・出洪水の初期（ダム水位 ・同左
措置 ム水位が高い）段階から が高い）段階から排砂ゲ

水位低下操作運用とす ートを開ける運用とす
る。 る。

（６）排砂・通砂後の ・排砂後２４時間はダム流 ・排砂後２４時間は原則と ・通砂後１２時間は、ダム流入量をダム及び下流発
措置 入量をダム及び宇奈月発 して発電取水を停止し、 電所から放流する。

電所から放流する。 ダム流入量をそのまま放
流する。

【特記事項】
１．上記の排砂条件を満足する出洪水の発生がない場合を想定して、土砂変質の進行を抑制するため、その方法について協議してい

くこととする。
２．大規模な土砂の流入等、不測の事態が発生した場合、また発生が予想される場合については、その対応について適宜協議してい

くこととする。





底部放流による土砂変質の進行の抑制（実施のフロー）

９月１３日（水）までの出水（降雨）時、もしくは出水（降雨）が発生しない場合は９月１４日（木）

洪水吐きゲートによりダム放流を開始する　（０m
3
/sから立ち上げ８０m

3
/s程度以上を放流する）

ダムからの放流を「洪水吐きゲート」から「排砂ゲート」に切り替え、放流する  （８時間程度）

ダムからの放流を完了する。（通常の運用に戻す）



濁りの予測について

宇奈月ダム下流域 出し平ダム直下

濁りの予測
ＳＳ＝１０～１００ mg/l
（ 濁度＝１～１０ 度 ）

が付加される

ＳＳ＝１，０００～１０，０００ mg/l
（ 濁度＝１００～１，０００ 度 ）

が付加される

出し平ダム

宇奈月ダム

Ｐ

宇奈月発電所

洪水吐きゲート

洪水吐きゲート

排砂ゲート

排砂ゲート

出し平ダム直下

宇奈月ダム下流域



Ｎ

朝 日 町

入 善 町
日 本 海

宇 奈 月 町

黒 部 川

宇奈月ダム

出し平ダム

黒 部 市

　 ：水質調査 ：濁度連続観測

：底質調査
　　　（別図詳細）

１ ０ ｋ ｍ ：流速測定 ：堆砂面の監視
　　　（別図詳細） 　　　（別図詳細）

凡　　　　　例

出し平ダム直下

出し平ダム湛水池

宇奈月発電所放水口付近

宇奈月ダム湛水池上流端

調査位置図（１／３）

愛本合口ダム

下黒部橋

（全 体）



凡　　例

：表土採泥調査

：ＯＲＰ連続観測
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調査位置図（２／３）

底質調査地点詳細

（出し平ダム）



　

：流速測定

20m ：堆砂面の監視

凡　　例

60m
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排砂ゲート

洪水吐きゲート

調査位置図（３／３）

計測調査詳細

音沢PS取水

（出し平ダム）






